
アタリアタリとジグザグにおいかけてあいての石をおいつめる手筋が

『シチョウ』です

「シチョウしらずに碁を打つな」ということばがあるほど

よくでてくるので、しっかりおぼえましょう

もんだい図１

石をとる手筋１
●シチョウ●

もんだい図１・２
△の白をシチョウでとるには

どこへうてばよいでしょうか？

アタリのかけかたを

まちがえないように

きをつけましょう

もんだい図２

シチョウアタリに注意！
☆の白石がシチョウアタリだ

シチョウアタリがあるときに

シチョウにおいかけてしまうと

白をとることができないうえに

黒はキズだらけになってしまう

のでちゅういしよう

せいかい図１
せいかい図１・２
黒１～３とアタリをかけるのが

ポイントです

にげる白をジグザグにおって

とることができました

せいかい図２



ふわっとアミをかぶせるような手筋が『ゲタ』です

シチョウとならんでとてもよくでてくる手筋なので

あわせておぼえておきましょう

もんだい図１

●ゲタ●

もんだい図１・２
△の白をゲタでとるには

どこへうてばよいでしょうか？

もんだい図２

せいかい図１
せいかい図１・２
黒１がせいかいです。

白がにげようてしても

つかまってしまいますね

せいかい図２

石をとる手筋２

いろいろなゲタ
ゲタとよばれるかたちは

まだまだあります

こういったかたちもそう

すこしひねったゲタですが

しろをとれているのが

わかるかな？



あいての石をつながらせるようにアタリをかけ

つないできたらまとめてとってしまうぞ

という手筋が『オイオトシ』です

『トントン』や『バタバタ』とよばれることもあります

もんだい図１

●オイオトシ●

もんだい図１・２
△の白をオイオトシでとるには

どこへうてばよいでしょうか？

もんだい図２

せいかい図１
せいかい図１・２
黒１とアタリをかけるのが

せいかいです

白２とつないだりしたら黒３で

まとめてごよう！となります

せいかい図２

こんなオイオトシもある
白をとるのはムリそうなかたち

ところが黒１のホウリコミが

オイオトシへみちびくしゅだん

白２ととると黒３から

みごとなオイオトシが

きまるのだ

石をとる手筋３



わざとあいてに石をとらせる『ホウリコミ』をうって

あいてがとったらすかさずとりかえす手筋が

『ウッテガエシ』です

きまるとあざやか、だいにんきの手筋です

もんだい図１

●ウッテガエシ●

もんだい図１・２
△の白をウッテガエシでとるには

どこへうてばよいでしょうか？

もんだい図２

ウッテガエシの応用
このようなきょくめんでは

黒はＡへ打つかわりに

右の図のようにハネて打っても

ウッテガエシのかたちで

△の白をとることができるよ

そのほうが白地がへるぶん

おトクなんだ

せいかい図１
せいかい図１・２
黒１とホウリコむのがせいかい

白２ととってきたら

ふたたびおなじところへうてば

ウッテガエシがきまります

せいかい図２

石をとる手筋４
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